
春耕起前 ミネラル PK 60 ㎏／10a 

  

越前しきぶ姫のブランド力を高めるとともに、農業経営の向上を図るため、「重点

指導対策」を実践しましょう。 

１．収量・品質・食味向上・コスト削減対策 

リン酸・加里・カルシウムの補給を  

近年、 水田土壌の三要素の欠乏が問題と 

なっているため、リン酸・加里及びカルシウム 

を中心とした微量要素をバランスよく含んだ 

ミネラルＰＫ（ケイフン燃焼灰）を圃場に施用 

し、 稲作全般の収量や品質を安定させると 

ともに、農業生産費の削減を目指します。 

平成 29 年度の土壌分析結果からも近年、 

リン酸・加里が基準値を大幅に下回っている 

ので、ミネラル PK で補給しましょう。 

 

 

 

（参考）ミネラルＰＫ試験結果 

ミネラルＰＫ試験区（最高分げつ期）のリン酸とカリの吸収量は、窒素単用区より多

くなり、ようりん＋カリ区とほぼ同等の吸収量となりました。（図１，２）これらのことか

ら、ミネラルＰＫのリン酸やカリの肥効はようりんや塩化カリと同等となりました。 

 

 

春耕起前にミネラルＰＫを施用した区は施用しない区に比べ収量が多くなり、タン

パク質含有量も低くなりました。 

 

 

●20 年 ●29 年 ●基準値 

図１ 水稲のリン酸吸収量 図２ 水稲のカリ吸収量 

ＰＨ  ＣＥＣ ケイ酸 リン酸 加里

（福井県農業試験場調べ） 



２．獣害防止対策 

■■  農作物被害ゼロを目指して、本年度はモデル集落を増設し、

集落が関係機関と力を合わせて被害を防止する体制強化を図

ります。また捕獲人員の育成や市町・地区・集落間のネットワーク

を構築し、電気柵の正しい張り方や捕獲檻設置方法の指導を行

ない、巡回パトロールを強化することにより防御柵等の維持管

理の徹底を図ります。 

 

１） 防御できない集落の現状 

① 資材の設置方法が間違っている 

② 資材設置後の管理が不十分 

③ 被害拡大後に対策している 

④ 侵入後の対策が不十分 

 

 

２） モデル集落 （実践結果を活かし、管内全体の被害を防ぐことを図る） 

① 電気柵設置の初期段階から正しい張り方の指導 

・ 実践に基づいた対策の集落説明会や講習会 

・ マニュアル手引きの提供 

② 定期的パトロールと捕獲檻設置 

・ 農家・獣害対策班・ＪＡ・県による見回り  

・ 捕獲檻の優先設置、電気柵効果の動画撮影 

  ・ 設置資材の問題把握と修正      

・ 関係機関相互の情報共有 

③ 被害があった後の対応指導 

・ 集落への報告、二次被害防止策 

・ 実証事例として紹介 

   

３） 集落にお願いしたいこと  

・ 一部だけを守るのではなく、進入路、山際（全体）を守ることが大切 

・ 水稲の品種を団地的に作付した方がイノシシの踏み倒し被害は確実に軽減される 

・ コシヒカリで終了せず、日本晴の収穫まで（2 週間程度長く）の管理を継続 

・ 集落の担当者を決め、常に連絡が取れるように 

・ 電気柵は既存のもので十分、獣の生態に合わせた効果的な設置が重要 

・ 電気柵設置による防御と檻による捕獲の合わせ技で被害が防げることを実証 

 

  

電気柵適正設置マニュアル 

 

～ 集落が一体となり関係機関と連携を取りながら、被害を防止 ～ 

動画撮影 

現地指導 

現地見回り 

メッシュの変形

電気柵のゆるみと獣道 


